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東
京
都
医
師
会
は
、
８
月
30
日

に
東
京
都
福
祉
保
健
局
・
同
病
院

経
営
本
部
を
通
じ
て
東
京
都
知
事

に
予
算
要
望
を
行
っ
た
。
さ
ら
に

８
月
３
日
に
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
お
よ
び
都
議
会
公
明
党
、
９
月

４
日
に
は
都
議
会
自
民
党
の
議
員

に
対
し
て
要
望
事
項
の
説
明
を

行
っ
た
。
以
下
は
要
望
書
の
冒
頭

を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
の
東
京
都
予
算
に

対
す
る
要
望
は
、
２
０
２
５
年
に

向
け
た
地
域
医
療
提
供
体
制
の
確

立
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
い
う
大
き
な
命
題
を
見
据

え
な
が
ら
、
す
で
に
都
道
府
県
ご

と
に
策
定
さ
れ
て
い
る
地
域
医
療

構
想
に
基
づ
く
平
成
30
年
度
の
保

健
医
療
計
画
の
改
定
に
向
け
て
、

東
京
都
医
師
会
が
考
え
る
次
代
の

東
京
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
と
そ

の
展
開
を
提
案
し
て
い
く
内
容

と
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
の
解
決
す
べ

き
大
き
な
問
題
と
し
て
、
３
年
後

に
迫
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て

も
、
我
々
医
療
界
が
取
り
組
む
べ

き
、
そ
し
て
解
決
す
べ
き
課
題
を

挙
げ
、
そ
の
具
体
的
事
項
に
つ
い

て
示
し
た
。

東
京
は
当
面
人
口
の
減
少
が
な

く
、
そ
の
中
で
高
齢
化
が
進
む
。

一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
、
し
か

も
認
知
症
を
合
併
す
る
人
が
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
な
世
帯
が
増
え
る

と
予
測
さ
れ
る
中
で
、
不
足
が
予

想
さ
れ
る
回
復
期
・
慢
性
期
の
病

床
確
保
、
介
護
施
設
の
確
保
、
医

療
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
こ
う

し
た
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な

在
宅
医
療
の
姿
を
模
索
し
な
が
ら

の
在
宅
医
の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
２
０
２
５
年
に
ふ
さ

わ
し
い
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
全
国
一
律
の
診
療
報
酬
制

度
の
中
で
、
土
地
代
、
人
件
費
、

物
価
す
べ
て
が
高
い
東
京
で
は
、

全
病
院
数
の
９
割
を
占
め
る
民
間

病
院
は
他
の
道
府
県
の
病
院
と
比

べ
て
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
都
立
病
院
や
公
社
病

院
の
み
で
な
く
、
地
域
医
療
の
た

め
に
真
摯
な
努
力
を
続
け
て
い
る

東
京
都
全
体
の
民
間
病
院
が
等
し

く
持
続
可
能
な
経
営
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
東

京
都
に
作
る
こ
と
を
望
む
。

東
京
都
医
師
会
が
掲
げ
る
重
点

医
療
政
策
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

１ 

疾
病
予
防
と
し
て
の
タ
バ
コ

対
策
と
介
護
予
防
と
し
て
の
フ
レ

イ
ル
対
策
を
徹
底
し
、
高
齢
化
が

さ
ら
に
進
む
東
京
都
で
真
の
健
康

寿
命
延
伸
を
目
指
す

ま
ず
受
動
喫
煙
防
止
の
法
的
整

備
、
次
に
喫
煙
者
が
ス
ム
ー
ズ
に

禁
煙
治
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ

く
り
、
お
よ
び
子
ど
も
達
が
将
来

タ
バ
コ
に
手
を
出
さ
な
い
教
育
な

ど
を
進
め
る
。
フ
レ
イ
ル
対
策
に

つ
い
て
も
具
体
的
な
展
開
が
で
き

る
よ
う
尽
力
す
る
。

２ 

構
想
区
域
（
従
来
の
二
次
保

健
医
療
圏
）
に
と
ら
わ
れ
な
い
医

療
提
供
体
制
の
構
築
と
各
種
事
業

の
展
開

保
健
医
療
計
画
の
改
定
に
向

け
、
東
京
都
全
体
を
見
渡
し
な
が

ら
、
が
ん
診
療
は
全
都
的
展
開
、

脳
卒
中
、
心
臓
病
は
隣
り
合
う
二

次
保
健
医
療
圏
、
糖
尿
病
は
区
市

町
村
レ
ベ
ル
で
よ
り
細
か
い
食

事
・
運
動
指
導
を
行
う
な
ど
、
東

京
の
医
療
体
制
の
実
態
を
考
慮
し

た
事
業
展
開
を
目
指
し
て
、
行
政

と
議
論
を
重
ね
る
。

効
率
的
に
質
の
高
い
医
療
提
供

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
医
療
情

報
の
連
携
を
推
進
す
る
。

３ 

病
院
救
急
車
に
よ
る
高
齢
者

搬
送
シ
ス
テ
ム
を
核
と
し
た
在
宅

医
療
支
援
体
制
の
確
立

東
京
の
救
急
医
療
が
限
界
と

な
っ
て
い
る
現
在
、
ま
す
ま
す
増

え
る
高
齢
者
の
搬
送
に
つ
い
て
、

救
急
救
命
士
が
同
乗
し
た
病
院
救

急
車
の
活
用
を
提
案
し
て
き
た
。

現
在
葛
飾
区
、
八
王
子
市
、
町
田

市
で
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

は
こ
れ
を
拡
充
し
て
い
き
、
将
来

的
に
は
二
次
救
急
病
院
す
べ
て

に
病
院
救
急
車
を
配
備
し
、
高
齢

者
搬
送
の
全
都
的
な
展
開
を
目

指
す
。

か
か
り
つ
け
医
が
在
宅
医
療
に

取
り
組
む
こ
と
を
支
援
す
る
体
制

を
構
築
す
る
。

４ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
求
め
ら
れ

る
医
療
提
供
体
制
の
確
立
（
熱
中

症
、
感
染
症
、
訪
日
外
国
人
医
療

等
）
と
関
係
機
関
と
の
連
携

３
年
後
に
迫
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、
医
療
提
供
体
制
の
確
立

と
関
係
機
関
と
の
連
携
に
取
り
組

む
。

５ 

生
涯
を
つ
な
ぐ
保
健
と
い
う

観
点
か
ら
の
母
子
保
健
（
乳
幼
児

保
健
）、
学
校
保
健
、
産
業
保
健
、

老
人
保
健
の
見
直
し
、
お
よ
び
健

診
・
検
診
制
度
（
特
定
健
診
の
適

用
年
齢
・
胃
が
ん
検
診
等
）
の
見

直
し生

涯
に
わ
た
る
保
健
を
つ
な
ぐ

こ
と
に
よ
っ
て
全
都
民
が
し
っ
か

り
と
し
た
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持

ち
な
が
ら
、
健
康
増
進
を
目
指
せ

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

６ 

医
療
関
係
者
が
安
心
し
て
医

療
に
集
中
で
き
る
環
境
の
整
備

（
新
規
開
業・医
業
継
承
の
サ
ポ
ー

ト
、
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト

対
策
等
）

医
療
関
係
者
が
安
心
し
て
医
療

に
集
中
で
き
る
こ
と
は
、
医
療
の

質
の
担
保
に
つ
な
が
る
。
特
に
医

業
継
承
に
つ
い
て
は
、
今
期
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
始
め
る
。

７ 

次
世
代
医
師
育
成
の
た
め
の

医
学
生
、
研
修
医
、
若
手
勤
務
医

に
対
す
る
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト

専
門
医
制
度
、
医
師
の
働
き
方

問
題
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
な
が

ら
、
地
域
医
療
、
医
師
会
活
動

に
も
理
解
あ
る
若
手
医
師
を
育

て
て
い
く
。

８ 

東
京
都
死
因
究
明
推
進
・
監

察
医
制
度
の
全
都
的
展
開

特
別
区
は
、
監
察
医
制
度
の
も

と
監
察
医
務
院
が
検
案
・
解
剖
を

行
い
、
多
摩
・
島
し
ょ
地
域
は
、

監
察
医
制
度
の
対
象
で
は
な
い
た

め
、
医
師
会
・
大
学
の
法
医
学
教

室
の
協
力
で
検
案
を
行
っ
て
い

る
。
政
令
を
改
正
し
、
監
察
医
制

度
の
全
都
的
展
開
の
実
現
に
向
け

て
努
力
す
る
。

・
・
・
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平
成
28
年
４
月
に
「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」（
い
わ
ゆ
る
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」）
が
施
行
、

ま
た
平
成
28
年
６
月
に
は
「
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
改
正

さ
れ
た
「
児
童
福
祉
法
」
が
施
行

さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
厚
生
労

働
省
、
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
そ

れ
ぞ
れ
の
局
長
等
の
連
名
に
よ
る

通
知
「
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に

関
す
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教

育
等
の
連
携
の
一
層
の
推
進
に
つ

い
て
」（
平
成
28
年
６
月
３
日
付

28
文
科
初
第
３
７
２
号
他
）
が
出

さ
れ
、「
学
校
に
お
い
て
医
療
的

ケ
ア
児
が
安
全
に
、
か
つ
安
心
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
的
ケ
ア
を
実
施
す
る
看
護
師
等

の
配
置
又
は
活
用
を
計
画
的
に
進

め
る
と
と
も
に
、
看
護
師
等
を
中

心
に
教
員
等
が
連
携
協
力
し
て
医

療
的
ケ
ア
に
対
応
す
る
な
ど
の
体

制
整
備
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
す
る
。」
と
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
東
京

都
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
都

立
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
以

外
の
都
立
特
別
支
援
学
校
で
医
療

的
ケ
ア
を
安
全
か
つ
適
切
に
実
施

す
る
体
制
整
備
を
す
る
た
め
、
平

成
29
年
度
か
ら
、
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
学
校
を
先
行
実
施
校
と

し
て
位
置
付
け
、
校
内
体
制
の
整

備
や
非
常
勤
看
護
師
の
配
置
に
よ

り
、
医
療
的
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
医
療

的
ケ
ア
と
は
、
経
管
栄
養
お
よ
び

た
ん
の
吸
引
な
ど
日
常
生
活
に
必

要
と
さ
れ
る
医
療
的
な
生
活
援
助

行
為
で
あ
る
。
治
療
行
為
と
し
て

実
施
す
る
医
行
為
と
は
区
別
し
て

い
る
。
目
的
は
、
日
常
的
な
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
、
安
全
か
つ
適
切
に
医
療

的
ケ
ア
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
児

童
・
生
徒
が
安
全
に
安
心
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
医
師
が
常
駐
し
て
い

る
医
療
機
関
な
ど
に
お
い
て
、
治

療
上
の
目
的
か
ら
医
行
為
を
実
施

す
る
も
の
と
は
異
な
る
。
近
年
の

医
療
技
術
の
進
歩
や
在
宅
医
療
の

普
及
を
背
景
に
、
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
が
増
加

す
る
と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
の

内
容
も
、
よ
り
熟
練
を
要
し
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
中
に
は
、
医
療
的
ケ
ア
の
実

施
や
健
康
状
態
の
管
理
の
個
別
性

が
高
く
、
特
別
な
配
慮
を
要
す
る

場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
に
お
け
る

医
療
的
ケ
ア
は
、
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
、
安
全
で
安
定
し
た
学
校

生
活
を
送
る
た
め
の
教
育
的
意
義

が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

近
年
で
は
、
特
別
支
援
学
校
の

み
な
ら
ず
、
一
部
の
都
内
公
立
小

中
学
校
に
も
医
療
的
ケ
ア
児
が
在

籍
す
る
状
況
が
あ
り
、
小
中
学
校

に
お
い
て
も
医
療
的
ケ
ア
の
実
施

体
制
を
整
備
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

東
京
都
医
師
会
は
そ
の
中
心
と

な
り
、
指
導
医
の
役
割
の
見
直
し

と
明
確
化
、
学
校
と
主
治
医
と
の

関
係
づ
く
り
、
医
師
に
よ
る
学
校

看
護
師
の
専
門
性
向
上
に
向
け
た

講
習
な
ど
、
積
極
的
に
関
与
す
る

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

�

（
正
木
忠
明
）

学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
に
、児
童
・
生
徒
が
安
全
で
安
定
し
た
学

校
生
活
を
送
る
た
め
の
教
育
的
意
義
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

都
立
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る

医
療
的
ケ
アの
実
施
について

地区医師会長
連絡協議会報告
平成29年9月15日（金）

診
療
が
で
き
る
医
療
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
努
力
す
る
。
医
療
界

で
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
動
き
と

し
て
、
働
き
方
改
革
が
あ
る
。
応

招
義
務
の
あ
る
医
師
が
一
般
労
働

者
と
同
じ
労
働
条
件
で
あ
る
の
は

不
合
理
で
あ
る
。
医
師
の
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
を
加
味
し
た
も
の
に
変

え
て
い
く
好
機
で
あ
る
。
女
性
医

師
を
支
援
す
る
た
め
の
日
医
女
性

医
師
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
職
場
で

の
医
師
の
数
が
医
師
の
労
働
条
件

に
影
響
し
て
く
る
。
地
域
や
専
門

科
目
に
よ
っ
て
医
師
の
数
に
偏
り

が
生
じ
て
い
る
。
診
療
所
外
来
の

適
切
な
あ
り
方
も
検
討
課
題
で
あ

る
。
ま
た
、
医
師
の
養
成
も
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
大
学
で
の
教
育

は
文
部
科
学
省
、
国
家
試
験
以
降

は
厚
生
労
働
省
、
臨
床
研
修
、
専

門
医
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
も

別
々
に
議
論
し
て
き
た
。
医
師
の

養
成
は
統
一
し
た
も
の
に
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
学
に
お
け

る
実
地
研
修
を
地
域
で
行
う
こ
と

が
具
体
化
し
た
際
は
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て

熊
谷
み
ど
り
日
医
理
事
か
ら
今
年

度
の
日
医
男
女
共
同
参
画
委
員
会

の
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
強

化
・
実
現
す
る
た
め
の
署
名
に
つ

い
て

　

例
外
規
定
や
特
例
を
設
け
る
こ

と
な
く
受
動
喫
煙
の
防
止
対
策
を

強
化
・
実
現
す
る
た
め
の
署
名
活

動
を
５
月
よ
り
展
開
し
、
全
国
よ

り
２
６
４
万
３
０
２
３
筆
の
署
名

が
あ
っ
た
。
８
月
10
日
に
要
望
書

と
と
も
に
厚
生
労
働
大
臣
宛
に
提

出
し
た
。

（
２
）
ぜ
ん
息
患
者
最
新
治
療
お

よ
び
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
講
演
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

10
月
７
日
（
土
）
に
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
八
王
子
、
11
月
25
日

（
土
）
に
東
京
都
医
師
会
館
で
開

催
す
る
。
ぜ
ん
息
や
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
適
切
な
診
断
と
学
校
・
園

へ
の
対
応
、
ま
た
口
腔
ア
レ
ル

ギ
ー
症
候
群
に
つ
い
て
解
説
す

る
。
多
く
の
会
員
に
参
加
い
た
だ

き
た
い
。

（
３
）
平
成
29
年
度
が
ん
検
診
受

託
機
関
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

地
区
医
師
会
が
ん
検
診
担
当
理

事
お
よ
び
が
ん
検
診
に
従
事
す
る

医
師
を
対
象
に
、10
月
26
日
（
木
）

に
肺
が
ん
検
診
、12
月
14
日
（
木
）

に
乳
が
ん
検
診
を
テ
ー
マ
に
東
京

都
医
師
会
館
で
講
習
会
を
開
催
す

る
。
多
く
の
会
員
に
参
加
い
た

だ
き
た
い
。

（
４
）「
糖
尿
病
診
療
ミ
ニ
マ
ム
」

お
よ
び
「
糖
尿
病
経
口
薬
の
使
用

パ
ス
」
の
配
布
に
つ
い
て

　

東
京
都
医
師
会
生
活
習
慣
病
対

策
委
員
会
は
、
糖
尿
病
を
専
門
と

し
な
い
実
地
医
家
が
、
糖
尿
病
診

療
時
に
診
療
の
流
れ
を
ひ
と
目
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
「
糖
尿
病
診

療
ミ
ニ
マ
ム
」
を
、
ま
た
安
全
に

糖
尿
病
薬
物
療
法
が
開
始
で
き
、

適
切
な
時
期
に
専
門
医
に
紹
介
で

き
る
よ
う
に
「
糖
尿
病
経
口
薬
の

使
用
パ
ス
」
を
作
成
し
た
。
Ａ
会

員
数
分
を
地
区
医
師
会
に
送
付
し

た
の
で
、ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

（
５
）
東
京
都
医
師
会
・
東
京
都

獣
医
師
会
に
よ
る
連
携
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
に
つ
い
て

　

東
京
都
獣
医
師
会
と
の
学
術
協

定
に
基
づ
く
事
業
の
一
環
と
し

て
、
11
月
11
日
（
土
）
に
東
京
都

医
師
会
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
。
高
齢
者
が
動
物
を
飼
育

す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
理
面
・
健

康
面
で
の
良
い
効
果
を
得
て
、
で

き
る
だ
け
長
く
地
域
社
会
の
中
で

自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。
多
く
の

会
員
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
６
）
消
防
機
関
が
行
う
転
院
搬

送
の
要
請
に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
「
傷
病
者
の
搬
送

及
び
受
入
れ
に
関
す
る
実
施
基

準
」
を
一
部
改
正
し
、
転
院
搬
送

の
要
請
に
係
る
基
準
や
手
続
き
等

を
定
め
た
「
消
防
機
関
が
行
う
転

院
搬
送
の
要
請
に
関
す
る
要
領
」

を
策
定
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
消
防
機
関

が
行
う
転
院
搬
送
は
医
療
機
関
が

「
転
院
搬
送
依
頼
書
」
を
記
入
し
、

①
緊
急
に
処
置
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
②
要
請
元
医
療
機
関
で
の
治

療
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
③
他
の

搬
送
手
段
が
活
用
で
き
な
い
と
判

断
さ
れ
る
こ
と
、
の
要
請
基
準
の

確
認
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
要
領
は
平
成
29
年
10
月
１
日
か

ら
適
用
さ
れ
る
。

（
７
）
平
成
29
年
度
第
２
回
・
第

３
回
検
案
業
務
サ
ポ
ー
ト
研
修
会

に
つ
い
て

　

10
月
５
日
（
木
）
お
よ
び
11
月

９
日
（
木
）
に
、
三
鷹
産
業
プ
ラ

ザ
で
多
摩
地
区
に
お
け
る
検
案
の

精
度
向
上
と
新
た
な
検
案
医
を
確

保
す
る
た
め
の
研
修
会
を
実
施
す

る
。
対
象
は
多
摩
地
域
の
検
案
医

（
特
に
検
案
を
始
め
た
ば
か
り
の

医
師
）
お
よ
び
検
案
医
の
登
録
を

希
望
す
る
医
師
な
ら
び
に
検
案
業

務
に
興
味
の
あ
る
医
師
。
多
く
の

会
員
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
８
）
東
京
在
宅
医
療
塾
「
第
１

回
在
宅
医
療
は
じ
め
の
一
歩
」
に

つ
い
て

　

東
京
都
医
師
会
で
は
、
か
か
り

つ
け
医
が
在
宅
医
療
を
始
め
る
た

め
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め

東
京
在
宅
医
療
塾
を
開
始
し
た

（
全
９
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
毎

月
第
２
土
曜
日
午
後
２
時
半
か
ら

５
時
）。
９
月
９
日
（
土
）
に
第

１
回
を
開
催
し
た
。

（
９
）
平
成
29
年
度
東
京
都
医
師

会
「
日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研

修
制
度
応
用
研
修
会
」
の
開
催
に

つ
い
て

　

10
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
15
分
、
東
京
都
医
師

会
で
開
催
す
る
。
内
容
は
５
月
28

日
開
催
の
日
医
主
催
の
応
用
研
修

と
同
一
。

（
10
）
平
成
29
年
度
在
宅
難
病
患

者
訪
問
診
療
事
業
第
１
四
半
期
実

績
報
告
に
つ
い
て

（
11
）
キ
ッ
ズ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ラ
ン

ド
お
よ
び
都
民
公
開
講
座
の
開
催

に
つ
い
て

　

10
月
９
日
（
月
・
祝
）
に
東
京

都
医
師
会
館
で
キ
ッ
ズ
ホ
ス
ピ
タ

ル
ラ
ン
ド
を
開
催
す
る
。
ま
た
、

11
月
５
日
（
日
）
に
東
京
都
医
師

会
館
で
「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
！
救
急
医
療
の
か
か

り
方
」
を
テ
ー
マ
に
都
民
公
開
講

座
を
開
催
す
る
。

（
12
）東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
運
営
協
議
会
に
つ
い
て

　
「
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
構
築
に
あ
た
り
、
東
京
都

の
協
力
を
得
て
、
東
京
都
病
院
協

会
に
運
営
委
託
す
る
か
た
ち
で
９

月
１
日
に
運
営
協
議
会
が
発
足
し

た
。
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を

有
す
る
病
院
―
病
院
間
の
連
携
を

モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る
た
め
、
10

月
25
日
に
病
院
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
開
催
す
る
。

　

次
の
段
階
と
し
て
予
定
さ
れ
て

い
る
病
院
―
診
療
所
間
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
診
療
所
が
大
き
な
負

担
を
せ
ず
に
連
携
に
参
加
で
き
る

方
法
の
候
補
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド

型
電
子
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
ー
が
構
築

し
た
連
携
用
サ
ー
バ
ー
を
活
用
す

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
９
回
大
田
区
医
学
会
報
告
に

つ
い
て�

（
田
園
調
布
医
師
会
）

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
22
回
板
橋
区
医
師
会
医
学
会

の
御
礼
に
つ
い
て

�

（
板
橋
区
医
師
会
）

②
中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ

い
て
～
第
27
回
全
国
医
師
会
共
同

利
用
施
設
総
会
よ
り
～

�

（
練
馬
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
平
成
29
年
度
東
京
都
・
調
布
市

合
同
総
合
防
災
訓
練 

医
療
救
護

活
動
訓
練
に
つ
い
て

�

（
調
布
市
医
師
会
）

②
第
１
回
調
布
市
医
学
会
開
催
に

つ
い
て�

（
調
布
市
医
師
会
）

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

①
都
政
新
聞
１
１
６
号
（
平
成
29

年
８
月
20
日
）
に
つ
い
て

　

今
村
聡
日
本
医
師
会
副
会
長
か

ら
日
医
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

「
10
月
か
ら
中
医
協
に
出
席
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
政
治
的
な
協

議
の
場
で
あ
り
、
現
状
で
は
財
源

が
決
ま
っ
て
か
ら
診
療
報
酬
が
決

ま
る
。
会
員
が
安
心
し
て
日
常
の
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平
成
29
年
度
十
四
大
都
市
医
師

会
連
絡
協
議
会
災
害
担
当
理
事
者

会
議
が
、
８
月
26
日
（
土
）
に
東

京
都
医
師
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
今
年
度
は
東
京
都
医
師
会

が
主
管
で
あ
り
、尾
㟢
治
夫
会
長
、

猪
口
正
孝
副
会
長
、
新
井
悟
理
事

が
出
席
し
た
。

本
会
議
は
平
成
７
年
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
受
け
て
、

災
害
時
に
お
け
る
十
四
大
都
市
医

師
会
間
の
相
互
援
助
を
目
的
と
し

て
発
足
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
医

師
会
の
間
で
「
相
互
支
援
に
関
す

る
協
定
書
」が
締
結
さ
れ
て
い
る
。

毎
年
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
医
療

支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
訓
練
を
実
施

し
て
お
り
、
今
回
は
神
戸
市
医
師

会
よ
り
平
成
28
年
11
月
に
行
わ
れ

た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
る
配

信
訓
練
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ

れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後

訓
練
を
重
ね
、
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
見
解

で
一
致
し
た
。
ま
た
、
こ
の
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
管
理
は
仙
台
市

医
師
会
が
主
管
理
者
と
し
て
行
っ

て
い
る
が
、
仙
台
市
医
師
会
が
被

災
し
た
場
合
に
は
別
の
医
師
会
が

管
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
観
点

よ
り
、
神
戸
市
医
師
会
が
副
管
理

者
と
な
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

次
い
で
、「
相
互
支
援
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
く
医
療
支
援
チ
ー

ム
の
派
遣
訓
練
の
今
年
度
の
計
画

が
示
さ
れ
、
北
九
州
市
医
師
会
が

被
災
医
師
会
に
、
仙
台
市
医
師
会

が
支
援
本
部
医
師
会
と
な
っ
て
、

平
成
29
年
10
月
２
日
か
ら
10
月
10

日
の
期
間
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

日
本
医
師
会
救
急
災
害
対
策
委
員

会
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
作
成
の
「
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
活
動
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
Ｖ
ｅ

ｒ
1.0
（
案
）」
が
猪
口
副
会
長
よ

り
示
さ
れ
、
各
担
当
理
事
者
間
で

情
報
共
有
お
よ
び
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

最
後
に
、
来
年
の
主
務
地
で
あ

る
仙
台
市
医
師
会
よ
り
次
回
の
開

催
案
内
が
あ
り
、
会
議
の
開
催
日

に
合
わ
せ
て
災
害
医
療
訓
練
の
見

学
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
報
告
が

あ
っ
た
。

十
四
大
都
市
医
師
会
連
絡
協
議
会

災
害
担
当
理
事
者
会
議

エイズ情報
①全国・東京都　エイズ患者数

性 別 新報告数（H29.1.1〜H29.7.2） 累積報告数（H29.7.2現在）
全 国 東 京 全 国 東 京

男 性 107（9） 37（4） 7,887（ 915） 2,017（232）
女 性 3（0） 4（1） 789（ 403） 158（ 70）

計 110（9） 41（5） 8,676（1,318） 2,175（302）

注：凝固因子製剤による患者・感染者は除く
（　　）内数値は外国人の数。

②全国・東京都　患者・感染者数
性 別 新報告数（H29.1.1〜H29.7.2） 累積報告数（H29.7.2現在）

全 国 東 京 全 国 東 京
男 性 343（40） 216（30） 24,843（2,599） 8,703（  957）
女 性 21（  6） 7（  3） 3,190（1,852） 701（  345）
計 364（46） 223（33） 28,033（4,451） 9,404（1,302）

◎凝固因子製剤によるものを除く全国の患者・感染者数
　28,033 人のうち	 関東甲信越地区	 16,050 人（全国の 57.3％）
	 東京都	 9,354 人（全国の 33.4％）

平成 29 年度
4 月 5 月 6 月

保　

健　

所　

等

東 京 都
男性 210 253 223
女性 74 85 92
小計 284 338 315

八 王 子 市
男性 62 49 77
女性 35 26 38
小計 97 75 115

町 田 市
男性 11 15 12
女性 3 10 9
小計 14 25 21

特 別 区
男性 577 497 780
女性 256 217 412
小計 833 714 1,192

南新宿検査・相談室
（夜間検査）

男性 580 536 765
女性 175 139 300
小計 755 675 1,065

都 立 病 院
男性 4 10 13
女性 9 3 7
小計 13 13 20

検 査 件 数 合 計
男性 1,444 1,360 1,870
女性 552 480 858
小計 1,996 1,840 2,728

う ち 陽 性 者 数 10 21 12

③都保健所・都立病院・南新宿検査相談室 抗体検査報告（単位：人）

平
成
29
年
度

説明をする猪口副会長
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①
生
年
月
日　

②
最
終
卒
業
校　

③
略
歴　

④
趣
味　

⑤
好
き
な
言
葉

地
区
医
師
会
新
会
長
紹
介

神

田

医
師
会
長

林は
や
し 

久ひ
さ

太た

佳か 
61� （
肛
門
外
科
、

消
化
器
内
科
）

①
昭
和
31
年
７
月
１
日

②
日
本
医
科
大
学

③
神
田
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

　

都
医
代
議
員

④
釣
り
、
ゴ
ル
フ

⑤
誠
心
誠
意
、
鬼
手
仏
心

小
石
川

医
師
会
長

中な
か

 
む
ら村 

宏ひ
ろ
し 

64� （
消
化
器
内
科
、

�

外
科
、
内
科
）

①
昭
和
28
年
６
月
５
日

②
北
海
道
大
学
医
学
部

③�

小
石
川
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
地
域
医
療
推
進
委
員
会
委
員

④
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
キ
ー

⑤
人
間
万
事
塞
翁
が
馬

墨
田
区

医
師
会
長

鈴す
ず

木き 

洋よ
う 

68�

（
小
児
科
）

①
昭
和
24
年
７
月
23
日

②
信
州
大
学
医
学
部

③
墨
田
区
医
師
会
長
、
同
監
事
、

　

都
医
広
報
委
員
会
委
員
、

　

日
医
広
報
委
員
会
委
員

④
都
内
の
散
歩

⑤
遊
び
心

目
黒
区

医
師
会
長

花は
な

　
た
に谷 

勇ゆ
う

治じ 

67�

（
消
化
器
内
科
、

�

外
科
）

①
昭
和
25
年
９
月
15
日

②
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

③
目
黒
区
医
師
会
理
事
、

　

都
医
代
議
員

④
読
書

⑤
因
果
応
報

荏

原

医
師
会
長

原は
ら 

正ま
さ

 
ひ
ろ博 

70�

（
内
科
、
消
化
器
内
科
）

①
昭
和
22
年
２
月
４
日

②
東
京
医
科
大
学
大
学
院

③�

荏
原
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

　

都
医
代
議
員

④
散
歩
（
国
内
外
を
問
わ
ず
）

⑤
人
生
は
出
会
い

慶

應

医
師
会
長

小お

川が
わ 

郁か
お
る 

62�

（
耳
鼻
咽
喉
科
）

①
昭
和
30
年
５
月
14
日

②
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

③
都
医
代
議
員
、

　

日
医
学
術
委
員
会
委
員

武
蔵
野
市

医
師
会
長

田た

原は
ら 

順よ
り

雄お 

60�

（
内
科
、

�

循
環
器
内
科
）

①
昭
和
32
年
３
月
15
日

②
杏
林
大
学
医
学
部

③
武
蔵
野
市
医
師
会
副
会
長
、

　

都
医
予
備
代
議
員

④
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

⑤
深
沈
厚
重

町
田
市

医
師
会
長

林は
や
し 

泉も
と

 
ひ
こ彦 

57�

（
小
児
科
）

①
昭
和
34
年
11
月
30
日

②
順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

③�

町
田
市
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、
都

医
代
議
員
、
同
予
防
接
種
委
員
会
委
員

④�

読
書
、
音
楽
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ

ズ
）、
ゴ
ル
フ
、
自
転
車

⑤
日
々
新
又
日
新

中
野
区

医
師
会
長

溝み
ぞ

 
く
ち口 

雅ま
さ

 
や
す康 

63�

（
内
科
）

①
昭
和
28
年
９
月
27
日

②
順
天
堂
大
学
医
学
部

③
中
野
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

　

�

都
医
代
議
員
、
同
生
活
習
慣
病
対
策

委
員
会
委
員

④
釣
り
（
主
に
海
釣
り
）、
旅
行

⑤�

な
せ
ば
為
る 

成
さ
ね
ば
為
ら
ぬ 

何
事
も 

成
ら
ぬ
は
人
の 

な
さ
ぬ
な
り
け
り

豊
島
区

医
師
会
長

髙た
か

 
は
し橋 

清き
よ

 
て
る輝 

60�

（
内
科
）

①
昭
和
32
年
７
月
５
日

②
順
天
堂
大
学
医
学
部

③�

豊
島
区
医
師
会
副
会
長
、都
医
代
議
員
、

同
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
学
委
員
会
委
員
、

東
京
都
臨
床
整
形
外
科
医
会
理
事

④
ゴ
ル
フ
、
観
劇

⑤
臨
機
応
変

日
本
橋

医
師
会
長

津つ

布ぶ

久く 

裕ゆ
た
か 

60� （
外
科
、

�

消
化
器
科
）

①
昭
和
32
年
７
月
21
日

②
杏
林
大
学
医
学
部

③�

日
本
橋
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
代
議
員

④�

美
味
し
い
食
事
と
お
酒
、
千
葉
ロ
ッ

テ
の
応
援

⑤
ゆ
っ
く
り
急
げ
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生
ま
れ
も
育
ち
も
下
北
沢
で

あ
る
。
若
者
の
街
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
代
名

詞
も
昨
今
で
は
渋
谷
・
原
宿
・

吉
祥
寺
の
方
が
ピ
ッ
タ
リ
で
あ

ろ
う
。
人
気
の
街
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
こ
の
と
こ
ろ
地
味
な
下
北

沢
で
あ
る
が
、
土
日
の
夕
刻
と

も
な
れ
ば
小
さ
な
町
が
若
者
で

あ
ふ
れ
か
え
る
。
飲
食
店
は
若

者
向
け
が
多
く
入
れ
替
わ
り
も

激
し
い
。

10
年
程
前
で
あ
っ
た
か
、
子

供
の
頃
か
ら
お
気
に
入
り
だ
っ

た
う
ま
い
店
が
一
軒
、
ま
た
一

軒
と
相
次
い
で
閉
店
、
ふ
て
く

さ
れ
て
い
た
あ
る
日
、
前
々
か

ら
気
に
な
っ
て
い
た
焼
き
鳥
屋

に
入
っ
て
み
た
。
パ
ッ
と
見
自

動
に
見
え
て
実
は
手
動
の
扉
、

店
内
は
や
た
ら
と
細
長
く
お
世

辞
に
も
広
く
は
な
い
し
お
し
ゃ

れ
で
も
な
い
。
店
員
も
私
よ
り

は
若
い
が
脂
の
乗
っ
た
そ
こ
そ

こ
の
年
齢
だ
。
少
し
不
安
だ
っ

た
が
、
出
さ
れ
た
串
は
す
べ
て

が
旨
か
っ
た
。
焼
き
加
減
が
絶

妙
な
の
だ
。
ハ
ツ
や
ネ
ギ
マ
は

ジ
ュ
ー
シ
ー
に
、
カ
ワ
は
パ

リ
ッ
パ
リ
に
、
レ
バ
ー
は
ミ

デ
ィ
ア
ム
レ
ア
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。
食
レ
ポ
は
専
門
外
な
の

で
こ
の
程
度
で
お
許
し
願
う

が
、
と
に
か
く
文
字
通
り
病
み

つ
き
と
な
り
、
そ
れ
以
来
ほ
ぼ

月
イ
チ
で
通
っ
て
い
る
。
お
す

す
め
だ
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
た

く
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

る
。
下
北
沢
駅
南
口
と
茶
沢
通

り
の
ほ
ぼ
真
ん
中
と
だ
け
お
伝

え
し
て
お
く
。

再
開
発
の
進
む
下
北
沢
、
新

し
く
お
し
ゃ
れ
な
店
も
増
え
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
こ
の
焼
き

鳥
屋
に
通
い
続
け
る
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
こ
の
街
を
散
策
し
て
ほ

し
い
。
お
気
に
入
り
の
店
に
出

会
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

気
が
つ
け
ば
、
も
う
一
カ
月

ご
無
沙
汰
だ
。
今
夜
も
源
八
に

行
こ
う
。

�

（
世
田
谷
区
医
師
会
・
鯵
坂 

涼
）

116東
京
都
医
師
会
の
皆
様
に
、
よ

り
「
形
成
外
科
」
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
形
成
外
科
を
と
り

ま
く
最
新
の
情
報
を
共
有
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
の
形

成
外
科
は
、
診
療
科
名
を
「
形
成

外
科
・
再
建
外
科
・
美
容
外
科
」

と
し
て
お
り
ま
す
。
狭
義
の
形
成

外
科
は
先
天
異
常
の
外
科
で
す
。

唇
裂
・
小
耳
症
・
合
趾
症
な
ど
マ

イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に
戻
す
治
療
で

す
。再
建
外
科
と
は
熱
傷
や
外
傷
、

癌
や
糖
尿
病
な
ど
の
疾
病
で
失
っ

た
組
織
を
つ
く
る
、
す
な
わ
ち
後

天
的
な
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に
戻
す

治
療
で
す
。
美
容
外
科
は
医
学
的

に
は
正
常
な
も
の
を
プ
ラ
ス
に
す

る
治
療
で
す
。
こ
れ
ら
３
つ
の
科

は
、
マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
ま
で

整
容
・
機
能
の
獲
得
を
目
的
と
す

る
「
理
念
」
そ
し
て
「
手
術
手
技
」

が
共
通
な
の
で
広
義
の
形
成
外
科

と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

近
代
の
形
成
外
科
の
大
き
な
特

徴
は
、
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
１

９
６
６
年
に
は
米
国
で
サ
ル
の
足

趾
が
手
に
移
植
さ
れ
、
血
管
付
き

で
組
織
を
採
取
し
、
別
の
部
位
に

移
植
す
る
自
家
遊
離
組
織
移
植
が

発
達
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
内
径

が
０
・
５
㎜
以
下
の
リ
ン
パ
管
も

吻
合
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
で

も
リ
ン
パ
浮
腫
の
治
療
が
飛
躍
的

に
進
歩
し
ま
し
た
。

一
方
、
他
人
か
ら
臓
器
を
移
植

す
る
同
種
移
植
の
発
展
に
も
形
成

外
科
医
が
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

米
国
のDr. Murry

は
、
１
９
５

４
年
、
一
卵
性
双
生
児
間
で
世
界

初
の
ヒ
ト
生
体
腎
移
植
手
術
に
成

功
し
ま
し
た
。
こ
の
偉
業
は
免
疫

抑
制
剤
開
発
の
発
端
と
も
な
り
、

彼
は
１
９
９
０
年
に
形
成
外
科
医

と
し
て
唯
一
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
の
受
賞
者
と
な
り
ま

し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
１
９
９
８
年
に

脳
死
者
か
ら
の
手
の
同
種
移
植
が

行
わ
れ
、
２
０
０
５
年
に
は
損
傷

し
た
女
性
の
顔
面
に
、
自
殺
し
た

女
性
か
ら
の
同
種
顔
面
移
植
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で
世
界
中

で
50
件
近
い
顔
面
移
植
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
免
疫
抑
制
剤

を
生
涯
服
用
し
続
け
る
こ
と
は
、

感
染
や
悪
性
腫
瘍
発
生
の
リ
ス
ク

を
増
大
さ
せ
ま
す
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改

善
の
た
め
、
命
が
け
の
手
術
が
で

き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
家
族

最
新
の
形
成
外
科

― 

顔
面
移
植
か
ら

　  

メ
カ
ノ
セ
ラ
ピ
ー
ま
で

�

日
本
医
科
大
学
形
成
外
科
　
小
川 

令

の
た
め
に
顔
面
移
植
を
受
け
る
患

者
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。
医
療
は

新
た
な
倫
理
的
問
題
を
考
え
る
時

代
に
突
入
し
ま
し
た
。

し
か
し
他
人
の
犠
牲
を
伴
う
医

療
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
再
生
医
療
が
望
ま
れ
ま
す
が
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
開
発
さ
れ
た
現
在

で
も
、
臓
器
や
組
織
を
再
生
す
る

の
は
至
難
の
業
で
す
。
そ
の
理
由

の
１
つ
が
物
理
的
環
境
で
す
。
宇

宙
飛
行
士
は
地
球
に
帰
還
す
る

と
、
歩
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
体
は
重
力
な
ど
地
球

の
物
理
的
環
境
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
物
理
的
刺
激
が

臓
器
、
組
織
、
細
胞
に
与
え
る
影

響
を
解
析
す
る
研
究
が
メ
カ
ノ
バ

イ
オ
ロ
ジ
ー
で
す
。
す
で
に
形
成

外
科
の
臨
床
で
は
、
物
理
的
刺
激

を
加
え
て
創
傷
治
癒
を
促
進
し
た

り
、
物
理
的
刺
激
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
目
立
た
な
い
傷
あ
と
を
つ

く
る
メ
カ
ノ
セ
ラ
ピ
ー
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
形
成
外
科
は
こ
れ
か

ら
の
創
傷
治
療
や
再
生
医
療
へ

の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
産
業
医
は
以
前

に
も
増
し
て
メ
ン
タ
ル
不
調
者
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
。
経
済
産
業
省
の「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
」を
受
け
る
よ

う
な
企
業
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
対
応
し
た
産
業
保
健

管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
企
業
と
嘱
託
産
業

医
は
制
度
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

本
書
は
産
業
医
経
験
の
浅
い
医
師
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
へ
の
対

応
が
苦
手
な
医
師
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
面
談
を
引
き
受
け

ざ
る
を
得
な
い
医
師
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
メ
ン
タ
ル
不
調
の
基
礎
知
識
と
メ
ン
タ
ル
不
調
の
把
握
、
治

療
、
予
防
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
。

随
所
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
示
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
参
照

も
容
易
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
特
典
と
し
て
、
本
文
中
に
記
載

さ
れ
て
い
る
面
接
医
の
実
務
に
必
要
な
例
文
を
含
ん
だ
さ
ま
ざ

ま
な
書
式
が
す
べ
て
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
す
ぐ
に
で
も
役
立
つ
１
冊
と
い
え
る
。

発
行
▼
日
本
医
事
新
報
社　

価
格
▼
４
０
０
０
円（
税
別
）

ストレスチェック
面接医のための
「メンタル産業医」入門

櫻澤博文 著

趣 味 の 散 歩

お気に入りの店に
出会える街

下北沢駅周辺 ―ただいま再開発中―

知ってますか？

再生医療を迅速かつ安全に受け
られるように、臨床研究あるいは
自由診療として、特定の患者の再
生医療を行う医療機関に対する
規制を目的とした法律。2014年
に施行されたことにより、他人や
自分の細胞を培養して投与する
再生医療を実施する医療機関に
届け出義務を課し、違法な治療
を行った場合には命令を出せる
ようになった。

再生医療等安全性確保法

難病医療相談会

TEL 03（3294）8821
東京都医師会 医療介護福祉課

お問い合わせ先

［日　時］	▶	毎月第2木曜日
	 	 （８月・1月除く） 15時〜
［場　所］	▶	東京都医師会
	 	 （千代田区神田駿河台2-5）
［申　込］	▶	事前電話
	 	 予約申込制
	 	 （9時30分〜正午）
［対　象］	▶	 �東京都内在住の難病患者

及び家族
［費　用］	▶	無料
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吉本一哉玉川医師会

　子供の頃から車が好きだった私は、小学校低学年の頃はミニチュアカー

収集が趣味でレーシングカー中心に買ってもらっていた。高学年になる

と、当時流行したスロットレースに夢中になった。搭載するのはマブチ

モーターのFT16DやFT36Dなどその頃ではマニアックなスペックを持

つモーターで、それをシャーシに組み込み、ギアのかみ合わせを行い走

らせるのが楽しみであった。

　中学になるとプラモデル業界の中のタミヤが精密なレーシングカーを

発売し、これに熱中した。たとえばジムクラークの乗ったロータスは、

エンジンをシャーシの一部として構造設計する画期的なものであった。

ポルシェ917は鋼管スペースフレーム（鉄のパイプを組んで作る胴体）で

シャーシが構成され、サスペンションの取り付けにもアイデアがあふれ

ていた。同時期にカンナムカー（アメリカのレースカー）はアルミモノ

コックフレーム（アルミの板を組み合わせた胴体）を採用し、ずいぶん簡

潔に作られている印象を持ったことを覚えている。このような構造がよ

くわかったおかげで、本当の車に乗り始めた時もずいぶん参考になった。

サスペンションでは古典的なリーフスプリング（板バネ）からダブル

ウィッシュボーン（コイル状のバネ）に変化し凝った作りとなった。

　大学生になると自分で運転可能となり、当時一時代を作ったセリカ

2000GTに乗り始めた。ソレックスキャブレターが標準で装備され、エ

アクリーナーを外して走行したトンネル内での吸気音はしびれるものが

あった。

　そのあとにいいと思って乗ったBMW318i（まだバルコムという業者が

輸入していた頃）は排ガス対策の影響で話にならないくらい遅くて、見か

け倒しのババリアの狼ならぬ羊といったところの走りであった。人間工

学に基づいて作られたというシートは疲れ知らずとの前評判であったが、

現在のBMWのシートのほうがよっぽどいいと思うくらい腰が痛くなっ

た。いいところは剛性感（車のねじれ強さ）の高さで国産にはない経験が

できた。新婚旅行ではミュンヘンを訪れ、BMW本社ビル（通称4気筒ビル）

を訪問し土産を買った。ずっとその後もBMWに乗っているのはやはり

BMWが好きだからであろう。

　車の価値観を変える車はやはりポルシェであった。一言でいえば精密

機械である。一つ一つの部品はすべて最高のものを用いて作るのである。

サスペンションアームはアルミ鍛造（鋳物ではなく日本刀のように叩いて

作る感じです）で、アルミホイールも鍛造で当時そこまで金をかける日本

車は皆無であった。一番感動したのは急ブレーキで、矢のように止まる

ことであった。ブレーキ性能が、走る性能の何倍も余裕を持っていたの

である。当時ブレーキ性能が劣る車で峠を走るとフェード現象（加熱して

効かなくなる）を起こし、全くブレーキが効かなくなるという恐ろしい経

験もした。現在では日産GT-Rなど素晴らしい国産車があるが、当時は

サバンナRX-7なども含め残念な状態であった。

　最近は還暦近くになり、無理はできなくなったがいまだにレースも好

きで時々富士スピードウェイにも観戦に行く。はるか昔の1976年と77

年は富士でF1が行われ、ジェイムス・ハント（Marlboroカラーのマクラー

レン）やマリオ・アンドレッティ（JPSカラーのロータス）などの観戦も

できた。

　休日を軽井沢で過ごすことが多くなったが、最近近くの峠道でヒルク

ライム競技（決められた区間の坂道を速く走る）をしているのを知り、今

年は見学に行ってきた。フォーミュラーカーや完全なレーシングカー、

ヒストリックカーがイベントの時だけ公道を閉鎖して思いっきり峠を走

ることができるもので、今年は5月26～27日に長野県小諸のチェリーパー

クラインで開催された。朝早く着くと雲海の上、そこまで車が頂上を目

指して走ってくるというものだ。なつかしい車たちが豪快に走る姿は見

ていて楽しいものである。ヨーロッパはこのようなヒルクライム競技が

いたるところで行われており、古い車を動態保存する試みがなされてい

る。日本のモータリゼーションは終戦後より始まり現在に至るが、最近

では古い車を集めたヒストリックカーイベントも行われるようになって

きており、今後の発展が望まれる。

　我々の大学時代は、マツダの赤いファミリアか三菱の黄色いミラージュ

に乗っているとかっこよかったものだが、時代が変わり車は必要条件で

はないのかもしれない。技術の進歩は衝突防止のみならず自動運転まで

可能にさせつつあり、昔、鉄腕アトムの漫画にあった犬の顔をした車が

等間隔で走っているのが実現されるかもしれない。車は時代とともにそ

の価値観を変え、人類に多大な利便性をもたらすが、同時に趣味性は希

薄なものとなるような気がする。昔では考えられないことが今後も実現

するであろうこの現代では、この文章を20年後に読むとこんな時代も

あったねーと孫に言われるかもしれない。絶滅危惧種になるかもしれな

い私を含めた車好きは、まだしばらく時代の中でもう少し頑張っていこ

うと考えている。車はエモーショナルでなければならないと常日頃考え、

速くても遅くても感性の高い車に乗りたいと思う。共感できる同志とぜ

ひ一緒に車談義で盛り上がりたいと思うこの頃である。
� （玉医ニュース 平成28年10月号 No.614から抜粋）

ミニチュアカーからヒルクライム競技まで
ふれあいポスト 各地区会報から
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医師の生き方

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

新
米
医
師
と
し
て
母
校
の
大
学
病
院
で
勤

務
し
始
め
た
頃
、
先
輩
医
師
で
あ
る
父
親
か

ら
「
お
前
ら
の
よ
う
な
ヤ
ブ
に
も
な
れ
な
い
タ

ケ
ノ
コ
医
者
は
経
験
を
積
ま
な
い
と
な
」
と
言

わ
れ
て
い
た
。
父
親
の
世
代
は
病
棟
で
の
急

変
に
真
っ
先
に
対
応
す
る
た
め
に
、
病
棟
で
フ

ラ
フ
ラ
し
て
い
た
ら
邪
魔
な
の
で
、
医
局
に
若

い
医
師
た
ち
が
た
む
ろ
し
麻
雀
を
し
て
時
間

を
潰
し
、
そ
こ
に
緊
急
時
の
連
絡
が
入
る
よ

う
に
し
て
い
た
ら
し
い
。
な
る
ほ
ど
小
職
が
中

学
生
の
頃
、
帰
宅
が
遅
く
な
っ
て
も
理
由
が
麻

雀
だ
と
小
言
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

は
こ
の
た
め
な
の
か
。

　

話
が
逸
れ
て
し
ま
っ
た
。
小
職
が
医
師
に

な
っ
た
頃
は
、
仕
事
が
遅
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
と
思
う
が
、
終
わ
る
の
が
０
時
を
過
ぎ
る

こ
と
は
ざ
ら
だ
っ
た
。
病
院
に
い
る
時
間
が
長

い
と
確
か
に
急
変
に
会
う
機
会
に
は
恵
ま
れ

て
い
た
。
同
期
は
当
然
同
じ
な
の
で
急
変
の
匂

い
を
嗅
ぐ
と
一
目
散
に
駆
け
つ
け
て
、
真
っ
先

に
処
置
を
始
め
る
。
出
遅
れ
る
と
全
部
主
導

権
を
取
ら
れ
て
、
何
も
手
が
出
せ
な
い
。
で

も
見
て
盗
む
（
あ
ま
り
良
い
表
現
で
は
な
い
な

あ
）
こ
と
は
可
能
だ
し
、
こ
れ
も
必
要
な
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
で
は
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
朝
も
夜
も

判
ら
な
い
Ｃ
Ｃ
Ｕ
で
心
電
図
の
整
理
を
し
て
い

る
と
、
月
給
５
万
円
の
先
輩
が
（
小
職
は
４

万
円
）
大
変
親
切
に
、
小
職
の
時
給
の
計
算

を
し
て
く
れ
て
い
た
。
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
そ

れ
の
１
割
く
ら
い
…
時
給
70
円
強
で
働
く
医

師
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
で
も
自
殺
な

ん
て
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
環
境
を
恨

ん
だ
こ
と
も
な
く
、
死
ぬ
ま
で
こ
れ
は
で
き
な

い
な
と
は
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
経
験
が
今

の
小
職
の
財
産
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。巷
間
言
わ
れ
て
い
る「
働
き
方
改
革
」は
、

現
在
の
医
療
現
場
に
お
い
て
喫
緊
に
対
処
し

な
い
と
な
ら
な
い
重
要
課
題
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
す
べ
て
に「
余
裕
」が
な
く
な
っ

て
い
る
気
が
す
る
が
、
職
場
に
「
愛
」
が
な
く

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
変
心
配
し
て
い
る
。

 

（
坪
田 

淳
）

感
染
症
豆
知
識

　わが国の結核罹患率は順調に低下しているが、人口10
万対14.4（以下2015年のデータ）と欧米先進国の5以下と
比較すればきわめて高く、わが国は結核中蔓延国である。
結核患者は都会に多く、東京都の結核罹患率は17.1であ
り高い方から3位である。わが国の結核患者の大部分は
高齢者であり、70歳以上が58.9%、80歳以上が38.3%を占
める。
　このような状況下、結核の集団感染事例は全国で毎年
50件前後報告されている。結核集団感染の定義は「同一
の感染源が、2家族以上にまたがり、20人以上に結核を
感染させた場合をいう。ただし、発病者1人は6人が感染
したものとして感染者数を計算する」である。「感染」はツ
ベルクリン反応やインターフェロンγ遊離試験（IGRA）
が陽性で発病していない状態を指す。
　集団感染は、結核を発病した患者の診断が遅れること
により起こる。発病から初診まで2カ月以上を要した場
合、受診の遅れというが、全年齢有症状肺結核の20.0%
を占め、30～59歳有症状喀痰塗抹陽性肺結核患者の
37.1%を占める。この間に多数の人に感染させている可能
性がある。また、初診から診断まで1カ月以上を要した
場合、診断の遅れといい、全年齢有症状肺結核の21.5%
を占め、これは院内感染を引き起こす要因となる。患者
も医師も結核は過去の疾患ではないという認識が必要で
ある。
　近年、外国出生者の結核患者数が増加しており、全国
新登録患者中6.4%を占めるようになり、東京都では
11.1%と全国よりも多い。日本語学校での集団感染の報告
が目立つため、結核蔓延国から留学や仕事のために入国
する外国出生者に対する健診が重要である。
 （文責：永井英明）

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

無 声 拝 聴 結核の集団感染

会員の弔慰・見舞金支給
― 就業中の偶然な事故による死亡・後遺障害 ―

　本会では福利厚生の一環として、東京都医師会A会員・B会員の先
生が就業中に偶然な事故（病気は対象外）によって傷害を被った場合
の補償として、本会を保険契約者、会員を被保険者、本会を保険金
受取人とする保険契約を締結しております。
　昨今の災害派遣における被災地での医療行為に際し、地震や災害
等の事故で後遺障害あるいは不幸にしてお亡くなりになった場合等
に備え、保険の補償内容を拡充するとともに弔慰・見舞金規定を策
定いたしました。
　万が一そのような事故が発生した場合には、必要書類を本会宛に
ご提出いただき、本会が保険会社に保険金請求を行い、保険金を受
領いたします。本会が受け取った保険金は直ちにご本人またはご遺
族に弔慰見舞金として支給させていただきます。死亡事由が下記に
該当した場合には、本会までご連絡くださいますようお願い申し上
げます。

【保険種目】 傷害総合保険
【保険金額】 偶然のケガによる死亡・後遺障害50万円
  地震・噴火・これらを原因とする津波による傷害

も補償
 就業中のみ補償
【保険期間】 平成29年11月1日から1年間（以降、毎年更新予定）
【引受保険会社】 損保ジャパン日本興亜
【問合先】 東京都医師会 総務課  TEL：03-3294-8830

問
合
先
東京内科医会　TEL：03-3259-6133

日時▶10月28日（土） 15時45分～18時10分
会場▶東邦大学医療センター大森病院 5号館 臨床講堂
担当▶本間 栄（東邦大学医学部内科学講座呼吸器内科学分野（大森）教授）／南木敏宏（東邦大学医学部
内科学講座膠原病学分野（大森）教授）

プログラム▶【演題1】『DPP-4阻害薬により発症したRS3PE症候群』、【演題2】『我が国にお
ける不眠症の現状と治療について』＊終了後に病院見学があります。
会費▶無料　　取得単位▶日医生涯教育制度2単位（申請中）

東京内科医会 第208回臨床研究会

問
合
先
ノボノルディスクファーマ㈱
TEL：03-3661-6259　FAX：03-3661-6292

日時▶11月2日（木） 19時15分～21時05分
会場▶京王プラザホテル 南館3F 「グレースルーム」
症例提示▶「急激な血糖コントロール後多彩な神経症状を呈した緩徐進行1型糖尿病の1例」
藤川広菜（東京女子医科大学糖尿病センター）
特別講演▶「糖尿病性神経障害～特に患者様の予後に及ぼすインパクトを中心に～」馬場正
之（青森県立中央病院脳神経センター 医療顧問）
参加費▶500円　　取得単位▶日医生涯教育制度1単位（76、82）交付予定

東京女子医科大学 第52回糖尿病センターとの病診連携の会

○生活習慣を見直してみましょう
　・ タバコは吸わない、お酒はほどほどに

○定期的に区市町村等で実施しているがん検診を受けましょう
 　・ 乳房エコー検診を受けた方に対し、かかった費用の一部を助成しております

詳しくは、組合員の方にお送りしました組合報でご確認ください

保健事業の申請書の一部は当組合ホームページよりダウンロードできます
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6431 （総務課）

医師国保からのお知らせ

がん予防対策の推進について
～当組合はデータヘルス計画に基づいてがん予防対策を重要な課題としています～
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お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館

1

2

B1 B2

日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

落　

  

合　

  

和　

  

彦

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
溝
口
病
院

　
　

第
四
内
科
教
授

	

幸  

山   　

  

正  

先
生

東
京
女
子
医
科
大
学
内
科
学
第
一
講
座

　
　

教
授
・
講
座
主
任

玉  

置        

淳  

先
生

気
管
支
喘
息
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
：

鑑
別
の
要
点
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て

日 時　平成29年11月2日（木）
　　　午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　79、0
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

共催
東 京 都 医 師 会

ア ス テ ラ ス 製 薬 株 式 会 社

喘
息
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
・
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
治
療

玉
置
　
淳 
先
生

喘
息
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
い
ず
れ
も
閉
塞

性
換
気
障
害
を
き
た
す
代
表
的
な
疾
患

で
あ
り
、
前
者
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
気
道

炎
症
に
基
づ
く
可
逆
的
な
気
道
閉
塞
、

後
者
は
主
に
肺
胞
破
壊
や
気
道
壁
肥
厚

に
よ
る
非
可
逆
的
な
気
流
閉
塞
を
基
本

病
態
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
病
状
安

定
期
の
治
療
で
は
、
喘
息
に
は
吸
入
ス

テ
ロ
イ
ド
を
中
心
と
す
る
抗
炎
症
薬
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
は
長
時
間
作
用
性
の
気
管

支
拡
張
薬
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

疾
患
は
い
ず
れ
も
重
症
度
に
応
じ
て
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
治
療
が
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
概
説

す
る
予
定
で
あ
る
。

一
方
、
近
年
多
く
の
注
目
を
浴
び
て

い
る
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
喘
息
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
同

時
に
存
在
す
る
病
態
）
に
お
い
て
は
全

般
的
に
エ
ビ
デ
ン
ス
不
足
の
現
状
で
あ

る
が
、
現
在
日
本
呼
吸
器
学
会
で
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
中
で
あ
り
、
治
療
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
本
講
演
で
紹

介
し
た
い
。

病
態
か
ら
紐
解
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と

�

喘
息
の
鑑
別

幸
山
　
正 

先
生

　

臨
床
的
に
は
喘
鳴
、
咳
嗽
、
痰
が
出

現
し
、
夜
間
症
状
が
特
徴
的
な
気
管
支

喘
息
は
安
定
期
に
は
正
常
な
生
活
を
お

く
れ
る
が
、
発
作
時
は
呼
吸
苦
が
持
続

す
る
。
一
方
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
喫
煙
者
の
一

部
に
発
症
し
、
安
静
に
し
て
い
れ
ば
ほ

ぼ
症
状
は
な
い
が
、体
動
時
に
は
咳
嗽
、

痰
、
と
き
に
喘
鳴
、
呼
吸
困
難
が
出
現

す
る
。
症
状
に
日
内
変
動
は
な
い
。
た

だ
し
増
悪
と
な
れ
ば
安
静
時
で
も
呼
吸

苦
が
持
続
す
る
。
典
型
例
で
あ
れ
ば
こ

れ
ら
疾
患
の
鑑
別
は
容
易
で
あ
る
が
、

と
も
に
慢
性
の
炎
症
性
疾
患
で
あ
り
、

呼
吸
機
能
検
査
で
は
と
も
に
気
流
閉
塞

を
示
し
、
時
に
合
併
す
る
こ
と
も
あ
り

鑑
別
は
難
し
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
疾
患

は
近
年
増
加
傾
向
で
あ
り
未
治
療
で
は

死
亡
例
も
増
え
て
い
く
。

　

本
講
演
で
は
両
疾
患
の
発
症
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
病
態
の
違
い
、
も
し
く
は
類

似
点
を
示
し
、
疾
患
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
鑑
別
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
て
い
き
た
い
。

・JR中央・総武線 御茶ノ水駅（御茶ノ水橋出口）�下車徒歩約2分
・東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅（2番出口）� 下車徒歩約4分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B1出口）� 下車徒歩約5分

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）
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お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館

1

2

B1 B2

日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

落　

  

合　

  

和　

  

彦

東
京
医
科
歯
科
大
学
脳
統
合
機
能
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

認
知
症
研
究
部
門
特
任
教
授

	

朝  

田   　

  

隆  

先
生

東
京
医
科
大
学
高
齢
総
合
医
学
分
野

　
　

主
任
教
授

羽  

生   

春  

夫  

先
生

認
知
症
の
最
前
線

日 時　平成29年11月16日（木）
　　　午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　29、74、76
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

共催
東 京 都 医 師 会

第 一 三 共 株 式 会 社

高
齢
者
認
知
症
の
課
題
と
展
望

羽
生
春
夫 
先
生

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
認
知
症
者
が

急
増
し
て
い
る
が
、
過
半
数
を
占
め
る

の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
Ａ
Ｄ
）
で

あ
り
、
高
齢
者
の
認
知
症
、
特
に
Ａ
Ｄ

に
対
す
る
対
応
が
今
後
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
く
る
。
高
齢
者
の
Ａ
Ｄ
は
、

①
純
粋
な
Ａ
Ｄ
病
理
を
背
景
と
す
る
よ

り
も
、
脳
血
管
性
病
変
や
レ
ビ
ー
小
体

病
理
（
シ
ヌ
ク
レ
イ
ノ
パ
チ
ー
）
を
合

併
し
た
混
合
病
理
を
示
す
こ
と
が
多

い
、
②
高
血
圧
や
糖
尿
病
を
含
む
生
活

習
慣
病
や
身
体
疾
患
を
合
併
す
る
こ
と

が
多
く
、こ
れ
ら
が
病
像
を
修
飾
す
る
、

③
転
倒
／
骨
折
、
誤
嚥
／
肺
炎
、
低
栄

養
、
フ
レ
イ
ル
、
排
泄
障
害
と
い
っ
た

老
年
症
候
群
を
伴
う
こ
と
が
多
い
、
と

い
う
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
健
康
寿

命
の
阻
害
要
因
と
し
て
の
高
齢
認
知
症

者
の
課
題
を
考
え
る
と
、「
高
齢
の
“
認

知
症
者
”
を
診
る
の
で
は
な
く
、
認
知

症
を
も
つ
“
高
齢
者
”
を
診
る
」
べ
き

で
あ
る
。

認
知
症
予
防
と
し
て
の

�

生
活
習
慣
病
予
防

朝
田
　
隆 

先
生

　

平
成
24
年
に
認
知
症
患
者
数
は
４
６

２
万
人
、
予
備
軍
で
あ
る
軽
度
認
知
障

害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
は
４
０
０
万
人
と
さ
れ

た
。
ま
た
認
知
症
の
人
の
８
割
弱
は
80

歳
以
上
で
あ
る
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
予
防
で
注
目
さ

れ
る
も
の
に
、
運
動
習
慣
、
知
的
活
動
、

そ
れ
に
生
活
習
慣
病
対
策
な
ど
が
あ

る
。こ
れ
ら
へ
の
注
目
に
よ
る
改
善
は
、

80
歳
以
上
の
認
知
症
で
有
効
と
さ
れ

る
。
特
に
生
活
習
慣
病
に
う
ま
く
付
き

合
え
ば
認
知
症
が
減
る
と
期
待
さ
れ

る
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
２
０
０
７

年
に
認
知
症
予
防
戦
略
と
し
て
、
生
活

習
慣
病
の
代
表
で
あ
る
心
血
管
病
の
治

療
が
、
認
知
症
の
予
防
に
も
な
る
と
い

う
標
語
が
作
ら
れ
た
。
そ
こ
で
高
血
圧

の
管
理
や
禁
煙
が
推
進
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
認
知
症
が
減
っ
た
と
い
う
。
そ
の

他
の
国
か
ら
も
、
生
活
習
慣
病
対
策
に

取
り
組
め
ば
認
知
症
が
減
る
と
い
う
希

望
の
持
て
る
成
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・JR中央・総武線 御茶ノ水駅（御茶ノ水橋出口）�下車徒歩約2分
・東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅（2番出口）� 下車徒歩約4分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B1出口）� 下車徒歩約5分

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）
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　今年度より下谷医師会の会長を拝命いたしました田村順二でございま
す。会長の重責に身の引き締まる思いです。
　平成9年より下谷医師会の理事を務め、平成27年に副会長、今回前会
長の退任に伴い平成29年6月より会長を務めております。
　下谷医師会は昭和27年に創立し、60年を超える歴史があります。台東
区には下谷医師会と浅草医師会の2つの医師会があり、それぞれA会員は
100名ほどです。お互いに連絡を緊密に取り合い、特定健診や公衆衛生な
どの事業について行政と交渉、協議を行っております。
　台東区は面積が約10万㎢あまりで23区中一番小さい区です。人口は戦
後のピーク時の32万人から一時大幅に減少しましたが、徐々に回復して
現在は19万人です。65歳以上の高齢者は約4万6000人で高齢化率は
23.4%であり、23区では4番目に高い水準です。台東区は、上野、浅草
の2大繁華街を有する観光の町として栄え、西側の台地には谷中の寺社や
上野公園などがあります。台東区の地場産業としては靴、鞄、傘、ジュエ
リー、玩具などがあり、海外ブランドとの技術提携によるOEM商品を中
心にファッション性の高い製品が生産されております。
　今後の医師会活動の目標や課題は多々ありますが、高齢者の多い区です
ので、まずは住み慣れた町に高齢者が住み続けることのできる地域包括ケ
アシステムの構築が、台東区として最重要と考えております。この地域に
合ったシステム作りが必要ですが、台東区は面積の割にコンビニや診療所
などが多く、割とコンパクトにまとまった区で、生活の利便性を考えます
と高齢者にとって住みやすい土地だと考えています。さらに地域包括ケア
を支える在宅医療の推進、充実も必要で、在宅医療を担う医師の育成に今
後も積極的に努めていきます。医師と多職種との連携も重要で、行政、医
療、介護、福祉など各方面の方々の協力のもとに多職種ネットワーク作り
が進んできております。
　台東区には中核病院として永寿総合病院があります。災害拠点病院とし
ての役割や保健活動、在宅医療、台東区準夜間・休日こどもクリニック、
看護学生の教育等のさまざまな分野で協力していただいており、医師会と

緊密に連携しております。永寿総合病院各科の先生方と診療所の先生方と
は、症例検討会などを通じて顔の見える病診連携が進んでいると思ってい
ます。台東区にはこの他に浅草病院、台東区立台東病院、浅草寺病院があ
ります。今後は医療制度改革に伴う地域医療構想において病床機能の分
化が進む中、診療所と病院との医療連携をどのような方向で効率良く発展
させていくかが大きな課題と考えております。
　当医師会には准看護師を養成する下谷医師会立看護高等専修学校があ
ります。創立は昭和42年で、現在まで2000名を超す准看護師を医療界
に送り出しております。校舎の老朽化や看護教員の確保など多くの難題を
抱えてはおりますが、看護師不足の現状を踏まえて学校経営を継続してい
く所存であります。
　防災に関して、東京湾北部地震（首都直下型地震）を想定し、台東区地
域防災計画に基づいて下谷・浅草両医師会が協力し、区内に1カ所の災害
拠点病院（永寿総合病院）、2カ所の災害拠点連携病院（浅草病院、区立台
東病院）を中心に防災訓練を行っております。トリアージ研修も防災医療
を行うためには重要であり、平成27年より定期的に研修会を開催し、災
害現場での医療活動が円滑に行えるように研修を重ねております。台東区
は観光地の浅草、上野があり観光客が年々増加する中、人口の多い昼間に
発災した場合、人々の避難、誘導では言語の問題もあり多くの課題がある
と考えております。
　平成9年には国（厚生労働省）の委託事業として台東区地域産業保健セ
ンターを設立し、さらに平成26年度より運営母体が独立行政法人労働者
健康福祉機構に変更となりましたが、引き続き産業医の選任義務のない労
働者50人未満の小規模事業所を対象とした健康相談、健康指導等の産業
保健サービスを積極的に提供していきます。
　医療は今後大きな変化が予想され、医療を取り巻く環境も厳しさを増す
ものと考えますが、地区医師会としてできることを諸先輩のご指導を仰ぎ
ながら着実に実行していきたいと思っています。今後ともどうぞよろしく
お願いいたします。

地区医師会長からの一言
下谷医師会の現状と今後について
下谷医師会長　田村順二

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース
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